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結核と頻は,従来細菌学,病理形態学,免疫

学等の面から,その近似性が指摘されてきた｡

この講演も,免疫病理学的な観点から,その類

似性を明らかにしようとするものである｡.結核

に関する我々の研究 1,2)は, 結核菌体成分の分

析とその生物活性の解明 を基礎に,実験病理学

的な方法で結核症の成立を理解 しようとするも

のでった｡従って実験結核の分野で得られた研

究成果を拠り所に,そのアナロジーにおいて板

の病像を理解 しようとすること,これが本講演

の意図するところである｡

廟の病型分類

癖の病型分類は,その分類の立脚点如何によ

って種々考えられているが, その polartype

として lepromatousと tuberculoid をおき,

intermediategroup として indeterminate と

borderlinecasesを置こうとする国際分類3)は,

それが病理組織学及び免疫学的背景に立脚して

いる点で,我々には理解の容易なものである｡

即ち第1表に示されたように,lepromatousで
は光田反応陰性,且つ組織病変はレプラ細胞の

出現を軸としており, tuberculoidでは光田反

Table･1 ClassificationofI,eprosyandits

ImmunologlCal,BacteriologlCal,
andHistologlCalBackgroundL';

Disease Mitsudareaction LeprabacilliHistologlCal

Lepromatous + Fc,am cell

TulJereuloid + - Epithelioidcell

*第21回日本らい学会西部地方会特別講演

応陽性,病変組織は類上皮細胞性で療菌の出現

が無に近いものと規定されている｡ indetermi-

nate は療菌侵襲初期病変と考えられ, 皮居ゎ

軽い血管周囲炎及び神経炎より成り,菌は屡々

神 経束のlfjに発見される｡borderlineは lepr0-

matousと tubercllloidの中間型で,屡々両病

型が混在する｡従って免疫病理学的観点からす

ると,癖の病型は二つのpolartype即ちlepr0-

matousと tuberculoidの両病型に集約される

と考えてよい｡

実験鼠癖の病型も,川口 (1959)4)によると略

人廟の 1epromatousとtuberculoidの傾向を示

す 2型に分類することが出来るという｡ この病

型の差は主として動物の鼠療感受性に基 くもの

であって,前者は C3H 系マウスが示す病変で

比較的悪性の経過をとり,後者は C57BLマウ

スに現れて良性の経過を示すものである｡

サルコイ ドーシスと Kvein反応

最近我が国でも問題となってきているサルコ

イ ドーシス｡それは多 くの場合全身性の慢性疾

患で,病巣が壊死を伴わない類上皮細胞巣であ

るという組織学的な特徴を有 している｡即ちこ

れは tuberculoidの極限にある疾患であるとい

ってよい｡病園に関しては尚不明であるといわ

ねばならないが,多 くの場合肺門,傍気管 リン

パ腺の腫脹に始り,全身撒布を起 して,価,肝,

腎其他各種の臓器に病変を作る｡この進展経過

は,正に結核症のそれに近似 したものである｡

従って病因に関しても細菌性の挿感染症が第 1
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Table.2 TissueResponses,DelayedandLate,inLeprosy,Sarcoidosis,andTuberculosis

Disease Antigen

Leprosy Emulsionortissueenvolved

Sarcoidosis Emulsion()∫tissueenvolved

Tubercu一osis TulJerCulinprotein

Tuberclebacil一i

Wax∩

Delayedreaction Lateresponse

Fernandez Mitsuda

Williams-Nickerson Kveim

Ma.ntoux

Koch

Choucroun Delauney

に考慮さるべきであって,これが先般,我々が

本症のノカルディア説 5,6)を唱えた拠り所の一

つでもある｡この説を唱えるに当っては,実験

動物においてこの特異な病像を惹起する免疫学

的背景に注意が払われたが,臨床においても本

症における免疫異常とも言うべき遅延型反応性

の低下其の他の事実が知られており,これが本

症の発生に本質的な係りを有するものであるか

否かについて,最近も各方面で検索が進行中で

ある7)0

Kveim 反応はサルコイ ドーシス に特異的な

反応である8)といわれ, 現在臨床診断に広 く利

用されている｡その抗原液は患者から得られた

病変組織のエムルヂ ョンであり,抗原の皮内接

種局所に早期,晩期の両反応がみられる点等,廟

における光田反応との類似性が極めて高い反応

である｡一般には注射後4-6過で検査される

晩期反応をKveim 反応と呼び,注射局所のる｡

生検で類上皮細胞反応を認めれば陽性と判定す

これは肉眼判定の可能な光田反応に比べて,皮

応が一般に微弱である為で,エマルヂ ョンに含

まれる抗原性物質の量または活性が, Kveim

では低いことに帰因するのかもしれない｡癖の

Fernandezに匹敵する早期の反応を,サルコイ

ドーシスでは W illiams-Nickerson の名で呼ん

でいる(第2表)O元来Kveim反応は,W illiams

や Nickersonらによって始められ,当時は注射

36時間後の局所の反応を,肉眼的に判定してい

たものであるが,其後 Kveim により, 4週後

の生検をもってする判定に改められた｡早期反

応は組織学的には非特異的な炎症で,たといそ

れが遅延型のアレルギーによるものであるにせ

よ,抗原に混在する各種の物質による非特異刺

戟に左右されることを免れ難いと考えられた｡

これに対 し晩期に現れる類上皮細胞肉芽を主と

する反応は,免疫学的な特異性が高いものであ

るといわれているが,結核其他類似抗酸菌症ま

たはこれらの菌による感作状態下では,抗原に

よっては陽性反応を示すものもあるのではない

かという問題が提起されている｡何れにしろ現

在のところKveim 抗原は,lotによる力価の差

が著しく,これが研究成績を不安定にする大き

な要素となっている｡早期反応を担う抗原は水

溶部に,晩期反応抗原は水不溶部にあると推定

されるのであるが,それらの化学的な分析も未

だ充分行われていない｡この点では寧ろ光田抗

原の研究が先行している形であり,Kveimにお

いてもこの点での研究成果が期待されている｡

結核菌ロウDによる皮膚反応

動物を結核死菌で感作し,これに結核菌体よ

り抽出精製したロウD画分を注射すると,2過

後にはその局所に典型的な類上皮細胞肉芽を形

成する｡この肉芽は注射 1週後には既に明瞭な

形で出現 し,2-3週で最高となり,以後消禎 し

て8週頃には療痕性となる｡反応は,抗原の肺
注入で最も見事に現われるが,皮下や皮内,其

他何れの組織においても,本質的には同じ反応

が現われる｡同じ抗原の注射を非感作動物に行

った場合には,肉芽の形成は2遇以後に出現 し

始め, 4週後において明瞭である｡その肉芽は

同じく類上皮細胞性であるが,反応初期には類

上皮細胞性格に乏しくて, 4週以後にその特異

性が顕著となる｡以上の感作,非感作動物にお
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ける反応は,次のように考えられている1)｡ 即

ちロウDには強い反応原性と共に,感作原性も

譜められ,非感作動物にロウDを注入 した場合,

動物は 1-2週後にはロウDに対 して感作され,

尚このとき局所に残存するロウDに対 してアレ

ルギー反応が惹起され,感作動物にみられると

同様の肉芽反応が現われるものであろうと理解

される｡感作,非感作動物問にみられる肉芽形

成の2週間の差は,即ち感作に要するlagphase

を示 しているものである｡それ散 ロウDに対す

るアレルギー反応をみる時期は,抗原注射 2週

後が適当で,4週後では感作,非感作の差が不

明となる｡

ロウDによる以上の反応は,光田の晩期反応

に相当するもので,この肉芽反応に先立って早

期反応が認められる｡即ち感作動物の皮内にロ
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ウDを注射するときは,24-48時間後に発赤,

腫脹を伴 う強い遅延型の皮膚反応 が現 われ る

(図1)9)｡ これは動物における観察に克 くもの

であるが, 塵における光田の早期反応, 或は

Fernandezの反応に相当するC最近ロウD水浮

遊液の人-の注射が試みられた｡ロウD 5γ亦

は 0.5γの皮内注射により,ツベルクリン陽性

者には典型的な遅延型の反応の出現することを

確認 した 10)｡先に Choucroun11)は結核死菌体

の流パラ抽出物より PmKoなる画分を得,こ

れを toxic substance と 呼んでいる｡ この

PmKoは現在では ロウD画分と殆んど同じも

のであると理解されているのであるが,彼 ら12)

はこれを結核患者の皮内に汗入 し,OT による

皮膚反応と同程度の遅延型反応が現われること

を認めている｡それ故ロウDによる早期皮膚反

Fi皇･1

Culc]neousAnophyLoxisinTuberculolSenSけizedRobbけ日)
m m ln

di(〕meler

Fl-B50T:%@

FトB507㌦noll48 24 48 72h 48 24 48 72

hlnthesefigures,eachdoublecircleindicatesreact

ionwithhemorrhage,dotcirclereactionw

ith edemaanderythema,andsinglecirclefaintorsusplCIOu

Sreactionintheearlystageorreactionfadinginthelatestage. 応を Choucr

oun 反応と呼ぶことを提案するO尚

先に行った我々10)のロウDの皮内

注射実験では,後期反応としてサルコイ ド

株肉芽の発生 す る こ とを,動物のみ

ならず人においても確認した｡動物実験

でロウDによる類上皮細胞肉芽形成を報した第 1報

は Dela-unay ら13)と考

えられるので, ロウDによる晩期反応

には,漸定的に Dela-uney反応の名を与えてお く(第2表)0

ロウDの遅延反応,肉芽形成反応の成 l
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Table･3 BiologlCalActivitiesinRabbitsofWaxDanditsSubfractions

Fractiontested

WaxD

AcetylatedwaxD

AD6

LipidofwaxD

Hydrosolublepart
ofsaponi丘edwaxD
SubfractionofHS
FIA

FIB

FII

FIII

Hemagglutination
antlgenlClty

≠十

Arthus Tuberculin Adju v an t Granulomatogenicity

antlgenlClty antlgenlClty activity Nonspeci丘c Epithelioid

｣十

Hl

W -?

≠ - ?

≠ -?

侶

≠

≠

て,遅延型の感作が成立す

るものと思われる｡ロウD

のこの遅延型の抗原性は,

アセチル化によっても消失

しない(図2)｡それ故 この

反応は,ロウDの多糖体に

関係するものではないと断

定 してよいであろう｡一方

ロウDの肉芽形成反応は,

かつては ロウD 自体が特

有の抗原性を持ち,これが

超遅延型ともいうべき細胞

性免疫を背景に,肉芽形成

という晩発型の反応をもっ

て抗原の二次注射に応答す

るものと考えた1,2)｡ ロウ

Dを鹸化すると, peptido一

glucan よ り成 る水 溶 部

(HS)とmycolicacid より

成る lipid部分とに水解す

る｡ 第3表に示すように,

ロウDは血球凝集抗原性や

其他多 くの生物活性を有す

るが,水解によりこの活性

の殆んどが HS部分に移り,

Fig.2

CuloneousAnc)phylQXisinTuberculo-sensitized RqbbiI(2)mmtndiqmelerOT20×

403020

tO WD253'in

oil48 24 48 72 TAP5rinoi一LP50TinoilAD2

5
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抗原は,lipidと結合することにより block さ

れ,別に存在 した遅延型抗原の抗原性が現われ

るか,或いはそれ自体が遅延型に転化 したと考

えねばならない｡HSのクロマ ト低画分 FIA,
FHM,ま凝集原性と共に, この Arthus抗原性を

保有するが,何れも肉芽形成の活性は有 しない｡

これらの抗原性のない FH,FIII画分に肉芽形

成作用をみるのである｡即ちこれらの画分を感

作動物に注入すると, 2週後に非特異的な肉芽

が現われる｡それ故ロウDによる類上皮細胞肉

芽の形成は, この個有の超遅延型肉芽形成原が

1ipid との共存 によってその肉芽 を非特異性か

ら類上皮細胞性-と転化 したものであると想定

することが出来るであろう｡ただ従来検討 して

きた成績では, FII,FIIIの肉芽形成作用は不

安定で,標品によってその活性が異るもののよ

うであるから,今後尚検討を要するであろう｡
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このように趨遅延型肉芽形成閑子は末だ確定さ

れたものではない｡Cohnら15)によって指摘さ

れたように,結核感作で刺戟された貴食細胞に

は各種の酸性水解酵素がある｡それ散 この細胞

の中でロウI)が分解され,分解につれてヰ地出さ

れるHSのArthus抗原が徐々に, しかも長期

に亘って作用するために,肉芽が作られるとい

う想定も可能である｡ しか し未だこれに関する

何等の実証は得 られていない｡

結核病巣の成立と菌体成分

結核菌またはその培養炉液からは種々の化学

物質を得ることが出来る｡得られた物質の総て

が,必ず しも化学的に満足を与える程に純化さ

れているとは言い難 い が,それらの与える生物

活性は,表 4に示 した如きものである｡多 くの

場合純化を二重ねるに従って次第に強 くなってゆ

Table･4 TisstleResponseofRat)bitstoTubercleliacilliandTheirChemicalConstituents

Materia一stLSted

Heat-killedbacill

(｢houcroun'se一udeextract

Yamamura'slilnPrOtein

Tuberculopolysaccharide

Tuberculo-protein
TA4

TAP

PPD

PhospatideA3

purified

Choucroun'sR

Tissueresponse

Tuberculo-sensitized Control
HistologlCal

･Nonspeci丘cEpithelioideel1
3(d) 1 2 34(W)3(d)1 2 34(W)NecrosISgranuloma granuloma
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く活性が示されている｡問題の一つは燐脂質画

分で,その粗画分は強い類上皮細胞巣形成能を

有 しているが,精製を重ねるとその有効成分が,

ロウD様の混在物として排除されてゆく｡これ

が本当にロウDの混在による活性か,或いは精

製の過程での変性によるものか,尚検討の予地

を残 している｡ Choucroun其他によって提示

された各種の リポイ ドに関する検討も行われた

が,類上皮細胞巣形成能に関する限り,ロウD

の混在を否定し切れぬ結果を得た｡従って現在

の結論では,類上皮細胞巣形能はロウD画分に

帰せられている｡ 尚ロウD画分は マウスにお

いて強い 形質細胞増殖を結果する｡ロウC画分

は cordfactorを主成分とするものであるとさ

れ,マウスに対 して致死的に働 くことが知られ

ている｡海塀に対 しても急性の毒性を示す場合

がある1)が, 兎に対 しては組織障害性には働か

ない｡ロウB,ロウAには生物活性なく,アセ

トン可溶脂肪画分にも作用がない｡何れもリポ

イ ド肉芽(泡抹細胞肉芽)を形成するに過ぎない

もので,これは異物反応と考えてよい｡アセ ト

ン可溶脂肪画分は,鹸化によって多数の脂肪酸

を生成する｡しかしこれらの脂肪酸の多 くのも

のが, 昔 Sabin らによって類上皮細胞巣形成

原として挙げられた phthioicacidを含めて,

何れも特に指摘する程の生物活性を示さなかっ

た｡これに対 しツベルクリン多糖体 (T-PS)と

呼ばれる培養炉液中より分離せられた多糖体画

分は,何れも感作動物皮膚において強い Arthus

反応を惹起する活性がある(第2図)｡ しか し肺

における反応は一過性で,強い肉芽は作らない｡

これに対 しロウDの鹸化で得た peptidoglucan

部分は,強い Arthus反応を皮膚に起すと同時

に,肺にも分界肉芽を形成する｡培養炉液より

得たツベルクリン蛋白や,菌体より抽出したツ

ベルクリン活性ポ リペブタイ ドTAPは,皮膚

では何れも遅延型の反応を惹起する(第2図)0

そのうち PPD は肺でも類上皮細胞性格の大き

い肉芽を形成するが,これは蛋白以外に多糖類

其の他を多量に含有するためと思われる｡比較

的純度の高い TA4や TAPは,肺に一過性の

京大胸部研紀要 第7巻 第2号

軽い非特異肉芽を形成するのみである｡菌体よ

り抽出した核酸画分には,皮膚に遅延型反応を

惹起するが,肺に肉芽を作る活性はみられない

(図2及び第3表)0

以上菌体成分の生物活性を検討 して得た成績

からすると,結核病巣は動物において感作が成

立 した後に,菌体の抗原物質に対するアレルギ

ーとして惹起されるもので,peptidoglucanの

急激な遊離に対 して Arthus型の壊死及びこれ

を分界する非特異性の肉芽形成が,またロウD

に対 して類上皮細胞肉芽の形成がみられるもの

と理解することが出来る｡この考え方を実証す

るものとして,次のような事実を挙げることが

出来るであろう16)｡結核死菌体をアルコール ･

エーテル,更にクロロホルムで充分脱脂した所

謂脱脂菌体を感作動物に注入するときは,菌体

表面では peptidoglucan が圧倒的に優勢で,

為に病巣はきれいな分界肉芽型となり,類上皮

細胞巣はみられない｡また死菌体をアセチル化

するときは,peptidoglucan部分の抗原性は完

全にblockされ,ロウD抗原のみ働いて見事な

サルコイ ド型病変を形成する(第5表)0

Table･5 TissueResponsesofTuberculo-sensitized
RabbitstoKeaトkilledTubercleBacilli

Challengedwith

Keaトkilledbacilli

Defattedbacilli

Acetylatedbacilli

N ecrosis and
dem arkation

granulo m a

Sarcoid

granuloma

実験結核症の病型とその免疫学的背景

Rankeがアレルギー学的観点より, 結核症

の病期分類を行ったことは周知のと ころ で あ

る｡ しかし彼の病期分類は,免疫学的な実証を

背後にもって生れたものではない｡それだけに,

病期と免疫学的事実の組合せについては,種々

の難点が生 じてきた｡この点実験結核症におい

ては,免疫学に即した病型分類が可能である｡

大量の強毒烏型結核菌を,兎の静脈内に接種

すると,敗血症型の結核症を惹起する｡これは
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Table.6 TuberculosisinRabbitsCausedbyAvianTypeofTubercleBacilli
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No.of
Routeof■

19nrfgeacTisJm infection

Large I.V.

Small 1.V.

Middle-sized s.C.

Immunestatus Tuberculin Organismin

Prepared induced

Tolerance?

Immune

Preimmune

lrnmune

reactlOn

〝 〝 Imrnunized Immune

〝 〝 TulJerculin- 1)yslmmune
desensitized inD.Ii.

HistologlCal
CellNecrosis

iir つ Foam｡eu

十 ～ - ) Epithelioid Villemin

丁什 1r Formcell

一 (1) Epithelioid

Epithelioid

H Foam cell

(Lepromatous)

Tuberculoid

Tuber｡uloid

LepromatouLS

Yersin 型として知られており, 牌其他に現わ

れる痛巣は甲球 ･組織球性で,その胞体内に多

数の結核菌をみる｡このときツベルクリン反応

は一般に陽転せず,アネルギーの状態にあるも

ujと考えられるO接種する商量が少いときには,

病巣は粟粒結節を主とするものとなり, レプラ

細胞株の細胞内菌増殖像を示す ことが少なくな

り,ツベルクリン反応は陽転 して,痛像は慢性

化の方向を示すものとなる｡ これは Villeman

型として知られている17,18)(第6表)｡

烏型結核菌の少量を兎の皮下に接 種 した 場

合,当初菌は渉出した好申 球に貢食され, 1日

後には単球,組織球等の会食球に移行する｡ こ

の細胞内で菌は次第に数を増 し, 4u目にはレ

プラ細胞をみるように,結核菌は細胞内に充満

し,次で細胞を破壊 して次の会食球に移行する｡

こ0)ようにして出来た病巣中心の壊死巣では,
菌は死物寄生或は腐生的saprophyticに増殖 し,

周辺部の細胞層では食煙的 predatoryに細胞を

食いあらしながら増殖する｡但 し感作 1週後に

はツベルクリン反応が陽転 し, これと時期を一

つにして saprophyticな増殖はやみ, レプラ細

胞の出現,predatory な菌増殖 も停止する｡Ill

心壊死を取巻く肉芽層は次第に類上髭細胞性格

を明らかにし,僅かに菌の破片を散見するに過

ぎないものとなる｡ 即ち病巣は sterileなもoj

となってゆ く｡

結核感作動物の皮下に菌を接種 した場合には,

当初より菌の増殖は抑制され,レプラ細胞様所

見は現れず,類上髭細胞巣が造 られる｡結核感

作動物の皮下に,ツベルクリン亦は菌培養炉液

の長期頻回皮下注人を行うと,皮膚のツベルク

リン反応は陰転 し,所謂ツベルクリン脱感作が

成立する｡但 し血中の沈降,凝集等の抗体は高

値にあることが多い｡ この脱感作動物に生菌の

皮下接種を行うと,非感作動物でみられたと同

様の細胞内菌集積像が現われる21,22)0

細胞内菌集積像を伴 うlepromatousな病変は,

結核菌を醇化鶏卵の羊膜に接種 した場合にも現

われる｡

以上要するに実験結核症 においても, 頻 の

lepromatousと tuberculoid に相当する病変が

出現することを示 している｡ tuberculoid の病

変は,結核感作に伴って出現するもので,一つ

には細胞性抗菌免疫による菌抑圧の結 果 で あ

り,また感作に伴って起る晩発性の類上皮細胞

肉芽形成反応の結果でもある｡寄生体,宿主関

係よりこれをみれば,sterileな関係というべき

であろう｡ これに対 しlepromatousな病変は,

寄生体と宿主との symbioticな関係を示すもの

で,非感作または免疫不全の状態下に出現する｡

但 し結核でみられる symbioseは一過性の現象

である場合 が多い｡ 菌の毒力が強いときには

predatory となり,免疫が成立すれば抗菌的と

なるか,或いはアレルギー性の細胞傷害が起っ

て細胞は死滅 し,何れにしても symbioseは破

られる｡アレルギー性に作られた壊死巣では,

抗体や好中球の参加はあっても会食球は溶出し

ないのが普通である｡従ってここでは細胞性免

疫が働かないで, 菌は僅かながら saprophytic
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に増殖する｡人の空洞の場合には, このような

菌増殖が 撒布源 として大きな 意味 を持ってい

る｡何れにしろ既に成立 した壊死巣中での菌増

殖は,一つの片利共生的 Commensalな共存状

態であると言 ってよい｡

癖の病理とその免疫学

免疫学の進展の跡をふり返 ると,先づ抗血清

や vaccineの研究に始まり,次で抗原の問題が

取 りあげられ,最後に抗体産生の機序の問題と

なって今日に至っていると言 うことが出来る｡

この点結核は幸いにも, vaccineの点でも抗原

分析でも,その時代に相応する成果を挙げてき

たといってよい｡ これはひとえに結核菌培養の

成功によるものであって,この点癖では正に今,

出発点にあるといってよい｡多少人癖のモデル

としての不備はあるにせよ,鼠廟を担 う病原体,

鼠療菌の試験管内培養の成功をみたからである

23)0

最近免疫関与細胞の研究は,長足の進展をみ

たと言 ってよい｡先づ抗原はmacrophageに会

食されて processing の過程をとり, 胸腺由来

のT細胞を刺戟 して骨髄由来の リンパ球 B細胞

刺戟因子を産生させ, これにって刺戟された13

細胞は増殖 と分化を起 して抗体産生細胞即ち形

質細胞になるというのが現在の図式である｡抗

体産出の場合には,胸腺の参加は必ず しも必要

でない｡生下時に胸腺切除を行った動物でも,

抗原の種類によっては全 く非摘除動物と同様に

或は多少抑制された程度の抗体産生を行 うこと

が出来る｡ しか し細胞免疫の場合には,胸腺切

除はその免疫の発生を阻げる｡逆にこのとき形

質細胞の参加はないものと考えられている｡療

菌や結核菌は,抗原となり得る多 くの菌体成分

を有 している｡それ散 これらの菌による感作に

際しては,抗原は相互に影響を与えながらも抗

体産生,細胞免疫が同時に,交鎗 して出現 して

くるのであるが,直接抗菌免疫的に働き,また

遅延型のアレルギーとして特異の組織反応をも

たらすのは,何れも細胞免疫にあると思われる｡

抗体の検出は従来すでにその方法が確立され,

最近では試験管内のモデル実験 も可能である｡
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一方細胞性抗体 (或いは細胞免疫性に感作され

た細胞)の検出も,近年macrophage遊走阻止,

標的細胞破壊,各種の lymphokininの検出等の

試験管内試験でその大要を把握することが可能

となった｡一方生体内のT細胞,B細胞の分布

の検出も,β抗原其の他特異抗原の存在,血球や

補体其の他の結合能,CoA,PHA,PPD等に対
する反応態度其の他によって明らかにすること

が出来るようになってきた｡結核においてその

免疫学的背景が急速に明らかとなってきたよう

に,癖の polartypeとしての lepromatousと

tuberculoid,これらの病型の背景をなす免疫学

的現象が,実験と臨床とのデータに基いて,近

い将来に急速に解明されることが期待される｡

(本講演の機会を与えられた西占貢会長に感

謝 しますCまたここに提示された実験結核のデ

ータの前半は主として小原幸信講師に,また後

半は浜本康平氏の協力に負 うものである｡付記

して感謝の意を意を表わします｡)
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